
お問合せ：神戸アートビレッジセンター（担当　竹下、大泉）
〒652-0811 神戸市兵庫区新開地5-3-14 　TEL 078-512-5500　FAX 078-512-5356

 

2017.11.30
プレスリリース
神戸アートビレッジセンター 

音楽シリーズ企画が始動！
KAVC Music Line “STATION” 

KAVC Music Line “STATION”
vol.1『あふりらんぽ と 音遊びの会』

日時：1月 8日（月・祝）14:30
※受付・会場は開演の 30分前
会場：KAVCホール
受講料：前売 2000 円　当日 2500 円
学生／かぶっクラブ会員 1500 円
※介助者、小学生以下無料
申込み：
電話　078-512-5500（KAVC）
メール stage@kavc.or.jp
件名を「音遊びの会チケット予約」として、
以下の情報をお知らせください。
【お名前／フリガナ／電話番号／券種／枚数】

主催：音あそびの会
共催：神戸アートビレッジセンター

拝啓　時下ますますご清祥のこととお慶び申し上げます。
平素より、当センターの企画運営にご理解、ご協力を賜り、誠にありがとうございます。

　この度、神戸アートビレッジセンターでは、今年度から新たに取り組む音楽シリーズ、KAVC Music Line 
“STATION”　をスタートする運びとなりました。
本シリーズは、公共ホールの役割が時代とともに変化している今、様々なジャンルの音楽にどのように向き合っ
ていくかをアーティストとともに考えていく「場」としてスタートします。
「STATION（ステーション）」という名前は、それぞれ行き先の違う電車が発着し、どこかへ向かう電車を待っ
ている人、いずれ来る誰かを待っている人が集まる駅のように、アーティストやリスナーが集まって、自由に考
え、出会い、またどこかへ出発する場所になることを願って名付けました。
　シリーズ第一弾は、神戸を拠点に活躍する、知的な障害のある人たちを含むアーティスト大集団「音遊びの会」
と、関西ゼロ世代の代表格、昨年再結成を果たした「あふりらんぽ」の共演をお届けします。原始的なサウンド
を取り入れた音楽性と衝撃的なパフォーマンスで国内外で活躍する「あふりらんぽ」と、予定調和を許さないそ
の音楽性により見る者を釘付けにする「音遊びの会」との競演となる今回、会場でどのような音楽が生み出され
るのかを、ご期待下さい。
　つきましては、本企画をぜひ貴社媒体にてご紹介頂きたく、ご取材・ご掲載のご検討を頂けますようお願い申
し上げます。この機会に、ご周知および本事業の告知にご協力頂けましたら幸いです。
何とぞ宜しくお願い申し上げます。
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プロフィール
あふりらんぽ / AFRIRAMPO
2002 年に大阪で結成 。ONI / オニ（Vo, G）と PIKA / ピカ（Vo, Dr）の 2人からなるギターロックバンド。原始的な
サウンドを取り入れた音楽性と衝撃的なパフォーマンスが国内外で話題に。2003年に 1st アルバム「A」、2005年に
Ki/oon Records からアルバム「URUSA IN JAPAN」をリリース。2010年に解散を発表。2011年には解散ライブを収
録したCD+DVD「NEVER ENDING AFRIRAMPO」を Ki/oon Records よりリリース。解散から 6年経て再始動。
Web：http://afrirampo.net/

音遊びの会｜The Otoasobi Project
2005 年結成、知的な障害のある人たちを含むアーティスト大集団。神戸をベースとしている、月二回の継続したワーク
ショップで様々な表現を生み出している。関西を中心に東京、水戸、島根、山口、北海道、イギリスなど遠征公演も多数。
2013年には英国ツアーの様子がNHKで特集される。予定調和を許さないその音楽性は、見る者を釘付けにする。Web：
otoasobi.main.jp

● KAVC Music Line “STATION”　　　
神戸アートビレッジセンター（KAVC）が、今年度から新たに取り組む音楽シリーズ。
公共ホールの役割が時代とともに変化している今、様々なジャンルの音楽にどのように向き合っていくかをアーティスト
とともに考えていく「場」としてスタートします。
「STATION（ステーション）」という名前は、それぞれ行き先の違う電車が発着し、どこかへ向かう電車を待っている人、
いずれ来る誰かを待っている人が集まる駅のように、アーティストやリスナーが集まって、自由に考え、出会い、またど
こかへ出発する場所になることを願って名付けました。コンサートやライブだけではなく、ワークショップやレクチャー
など、様々な枠組みの企画を実施することによって、音楽と、そしてアーティストとともに新しい関わり方を模索し、新
しい音楽の楽しみ方を発信していきます。

音楽シリーズ企画が始動！
KAVC Music Line “STATION” 

音遊びの会　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　あふりらんぽ


